


































































施設（高次都市施設・誘導施設等）必要性

都道府県 長野県 1市町村 I松本市

地区名 松本駅周辺地区

施設の名称 基幹博物館

事業費（百万円） 9,019.0 I延べ床面積(rrl) | 8,000 

事業期間 H30~H34 

年度計画（百万円） H30:460（設計・補償・解体工事）、H31:820（建築）、H32:820（建築）

事業の熟度 H29.7設計プロポーザル実施済、基本設計中 1建設 | ゜ I購入 | 
松本市基幹博物館基本構想(H21.3)、松本市基幹博物館施設構想(H29.3)に基づき整備

するものであり、従来からの博物館機能 「収集 ・ 保存」、「調査 ・ 研究」、 「展示 ・ 学習支援」に
施設の概要 加えて、新たに「交流・情報交換」、「集客 ・ 観光」を備える施設とする。また、既存関連施設

との機能分担を図りながら、「希少性が特に高い資料」「温湿度管理が必要な資料」「展開 ・

活用が期待される資料」等を一 元的に集約し、資料の収蔵を図る。

維持管理費（人件 156,690千円／年費含む）

博物館：収集 ・ 保存機能1,940m2、調査 ・ 研究機能280m2、展示2,500m2

支援対象 地域交流：学習支援560m2、交流 ・ 情報交換 ・ 集客 ・ 観光機能 270m2 
共有：共用スペース 1,550m2、施設管理 900m2
合計＝最大8,000m2

゜ ①維持管理費を算出し国に提出している

゜ ②郊外からの移《こ-已•他施設との合築 ・ 個別施設計画 •PRE活用計画への明確な位置付け

ハコモノ要件 ゜ ③三位一体改革で税源移譲対象となっていない

゜ ④他省庁の補助制度がない ※他省庁へ補助制度がないことを確認すること。

⑤計画 ・ 設計段階から民間ノウハウを活用して効率的なサービス提供や施設規
模の適正化等を検討するとともに、民間資金等の活用を検討すること。 ※誘導
施設のみ

必要性等

・ 既存の松本市博物館は松本城二の丸地区（史跡）に立地し、築50年が経過し老朽化 ・ 狭陰化が著しいものの現
地での建替え等が困難
・ 市内各所に点在する一 部の既存関連施設においても、同様に老朽化や機能の低下が進んでおり、希少性の高
い資料等を適切に保管することが困難
•これらの課題に対応しつつ、松本市公共施設等総合管理計画に基づいて、類似施設の改廃を進めるため、基
幹的な博物館を整備することが必要

利用見込み

•松本城登城者だけでなく、中町や縄手通り等の周辺観光スポットを訪れた観光客等の利用が見込まれることか
ら、整備後は現状程度以上の利用が見込まれる。
•また、新たに「交流 ・ 情報交換」、「集客 ・ 観光」を備える施設として整備するため、観光客のみならず、市民の利
用が見込まれる。

年間 約70万人 | （松本城と一体となった利用者数（実績））






